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「人文学フィールドワーカー養成プログラム」調査報告

１．はじめに

　本プロジェクトでは，三重県桑名市多度町の多度大
社と同県員弁郡東員町の猪名部神社に伝承される無形
民俗文化財，上げ馬神事に対して，2002年より抗議
活動を展開してきた動物愛護団体Ａ会代表者の伊藤氏
（仮名）に聞き取り調査を行った。聞き取り調査は

2016年９月上旬に東京都内で行い，その録音データ
から，約２万５千文字の会話原稿を作成した。本報告
では，多岐にわたった報告者と伊藤氏のやりとりか
ら，「なぜ，動物愛護運動で伝統的行事が象徴的に扱
われるのか？」という問いに注目してインタビューダ
イアログを紹介する。この問いは，上げ馬神事実践地
区の地元住民たちがよく口にする「なぜ，上げ馬なの
か？」という疑問を参考に作成したものである。報告
者は，2015年より行ってきた多度町におけるフィー
ルドワークのなかで，「動物をかわいそうだと思う気
持ちはよくわかるし，うちらの祭りも多くの変更を行
ってきている。でもなぜ，競馬とか，牧場とか，動物
園とか，動物をもっと扱うところは他にたくさんある
のに，これほど上げ馬神事ばかりをバッシングするの
か」という内容の素直な問いかけを頻繁に聞いてき
た。これを受けて報告者が初期調査を行ったところ，
確かにＡ会は上げ馬神事への取り組みを団体の主業績
とするほど重要視し，上げ馬神事に対する強いこだわ
りを見せていた。ただ，Ａ会についての調査を進める
なかで，なぜ彼らが，あえて上げ馬神事のような伝統
的行事を急務の動物愛護問題とするのかは明確になら
なかった。Ａ会は，現代日本社会に動物愛護思想を定
着させるという大きな目標をもっているが，そこで，
至ってローカルな文脈にあり，他の地域では真似しよ
うがない上げ馬神事を，日本の主要な動物愛護問題
（ペット遺棄問題，実験動物問題，災害動物問題など）
と同列またはそれ以上の問題として扱う理由が不明瞭
であった。したがって，報告者は本プロジェクトを通
して，地域住民たちの「なぜ，上げ馬？」の問いを建
設的に捉え直し，上げ馬神事という伝統的行事がＡ会

にとってどのような象徴性を持ち，動物愛護問題とし
てどのような重要性が見出されているのかという点を
明らかにしようと試みた。以下では，はじめに多度大
社の上げ馬神事を例に当神事の簡略な説明を行い，事
前調査を紹介し，聞き取り調査から得たインタビュー
ダイアログの一部を記載したうえで考察に入る。

２．上げ馬神事と動物愛護団体による告発

　上げ馬神事は，多度大社と猪名部神社の両神社にお
いて約700年の歴史があるとされ［多度大社 2016］，
現在では猪名部神社の大社祭り（４月１・２日），多度
大社の多度祭り（５月５・４日）において毎年奉納さ
れている。多度大社は，御神体とされる多度山の麓に
あり，神社境内正面の大きな階段をもって多度町の集
落と通じている。集落から見上げると階段の左側に沿
って，上げ馬神事に用いる馬場（横幅約2.5m，長さ
約20m，高低差約10m，両壁が石垣）が設置してある。
馬場は集落から平面に続いて坂を上がるにつれて弧を
描き急斜面になり，坂の頂上には，約２mの垂直な
土壁が立つ。「御厨（みくりや）」と呼ばれる多度町７

地区の男たちが上げ馬神事に参加し，そのうち１地区
が稚児を，残りの６地区が「祭馬」（神事に使う馬）
と「ノリコ」（祭馬に乗る騎手）を用意する。上げ馬
神事で花形とされる役割を担うのは，各地区の約15

～23歳の男性で構成される「青年会」という祭祀組
織である。各組の青年会は自身たちの「坂上げ」（上
げ馬神事で馬に坂を上らせる手順）の順番になると，
馬場内の決められた場所に並び，体制を整えることで
「坂をつくる」。準備が完了すると，一人が坂の頂上に
立ち，自身の半纏（はんてん）を脱いで頭上で振る。
すると，約200m手前の開始点で待機する地区の大人
らが同じく半纏を振って合図を返し，ノリコが乗った
祭馬を坂に向かって放つ。馬がためらわずに全速力で
馬場を駆け，急坂を登り，人馬ともに坂の頂上の土壁
を飛び越えれば，神事は成功とされる。
　ところが，2010年５月，こうした上げ馬神事の伝

伝統的行事を巡る動物愛護思想の聞き取り調査
──なぜ，伝統的行事が動物愛護運動で象徴的に扱われるのか

阿 部 一 貴  文化人類学・宗教学・日本思想史専門　博士前期課程２年

 Ⅱ 　「人文学フィールドワーカー養成プログラム」調査報告



Μεταπτυχιακά 名古屋大学大学院文学研究科 教育研究推進室年報 Vol. 11

14

統的実践に大きな衝撃を与える出来事が起きた。東京
に拠点をおく動物愛護団体Ａ会と三重県内の動物愛護
系 NPO法人Ｃ会が共同し，2009年に多度町で行われ
た上げ馬神事について，動物愛護管理法違反にあたる
行為があったとして三重県桑名警察署に告発状を提出
した。告発を受けた桑名署は，2009年に両団体が撮
影した証拠映像とされるものを基に捜査を行い，2011

年２月，多度町の祭り関係者複数名を津地方検察庁四
日市支部に書類送検した。同年10月，検察庁は嫌疑
不十分などを理由に本事案を不起訴とした。後日，Ａ

会が不起訴の理由について津検察庁の担当検察官に伺
ったところ，「動物愛護管理法に，殴る，蹴る，精神
的に追い詰めるなどの行為が虐待であると記載がな
い・その暴力行為によって，馬に異常が認められな
い・この暴力行為に対して，他の人から告発がない・
一般の人は虐待と思っていない」などと指摘されたよ
うである1）。結果は不起訴であったが，本告発によっ
て上げ馬神事は地域内外で動物愛護問題として明確に
認識されるようになった。

３．事前調査

　伊藤氏への聞き取り調査に先立ち，上記告発の背景
にあった出来事を詳細に見直した。すると，告発成立
の大きな要因に，上げ馬神事を動物愛護問題として再
定義し，社会問題として位置づけようとするＡ会の多
大な努力があったことがわかった。
　Ａ会が初めて上げ馬神事の現地調査に訪れた2002

年のことで，そのきっかけは，Ｕ会（馬の福祉問題に
取り組む動物愛護団体）から，「こういうひどいお祭
りがあって，それをなんとかしてほしい」と依頼され
たことであった2）。それ以降，Ａ会とＣ会は毎年現地
調査を行い，収集したデータを上げ馬神事に対する抗
議運動の根拠として，団体ウェブサイト，団体の会報
誌，改善要請文書（各種行政窓口，多度大社，御厨
会，テレビ・新聞媒体へ送付），政府への提案資料な
どで提示してきている。また，Ａ会とＣ会は2009年
（証拠とされる映像を撮影した年）にも告発状を桑名
署へ提出していたが，当時，署はこれを受理しなかっ
た。不受理の対応を受けた両団体は，2009年から
2010年にかけて，「虐待のない上げ馬神事へ」の文句
を掲げた「上げ馬神事問題」の認知と改善を求めるキ
ャンペーンを展開した。キャンペーンでは，例えば，
「上げ馬は人にも馬にも危険な行為です。上げ馬神事
では，常軌を逸した固定障害を越えさせるために，馬

に対する様々な虐待的暴力が行われています。」など
と記す赤色のポスターを作成し，三重県や地元地区の
各所に配布した。このポスターの裏面は「暴力行為を
やめさせるために，貴方の声を裏面の宛先に送ってく
ださい。」として，読者に要望書の作成と送付を訴え
ていた。要望書の宛先として住所が記してあったの
は，三重県知事，三重県警察，三重県教育委員会，三
重県市長，東員町長，東員町教育委員会，多度大社，
猪名部神社であった。ポスター以外にも，同じ宛先を
記した要望書が，三重県のみならず全国の動物愛護関
連ネットワークに拡散されていた様子である。その名
残としてか，最近は減少傾向であるものの，上げ馬神
事に関する苦情が三重県庁に依然として寄せられ続け
ているという3）。こうした要望を通じてＡ会は，上げ
馬神事の伝統文化としての価値を論じ，三重県に対し
て上げ馬神事の県指定無形文化財登録を取り消すよう
に求めた。そこで三重県は，Ａ会との討論会を開き，
三重県文化財保護新議会（教育委員会属）に2010年
５月の多度町の上げ馬神事が「文化財指定の価値を有
しているかど うか」を検討する調査を依頼した［三重
県教育委員会 2011］。同月下旬，桑名署は告発を受け
入れ，上げ馬神事を動物愛護管理法違反事件として捜
査し，地元の関係者数名を書類送検した。ちなみに，
以下のインタビューダイアログで触れられるように，
2010年以降の猪名部神社の上げ馬神事では，坂の頂
上の垂直の壁が傾斜に変更されている。
　こうしたＡ会の活動や価値観は，一見すると，上記
で紹介した担当検察官の説明のように一般的な見解と
は乖離がある印象を受けるかもしれない。ただ，この
事前調査でさらに明らかになったのは，上げ馬神事に
対するＡ会の動物愛護運動や告発行為が，彼らの個的
な思想と興味から生まれているのではなく，むしろ，
環境省が管轄する動物愛護管理法の普及啓発，運用，
改善を目指す動物愛護推進政策の運営下で発生してい
るということであった。Ａ会は，1999年より５年を
目途に改正され続けている動物愛護管理法の成立に深
くかかわってきている団体である。上げ馬神事は，Ａ

会の資料提出や要望等によって，日本の動物愛護管理
法を作る上での参考問題事例として認識され，伝統文
化とはいえども「社会通念上」は動物虐待とみなされ
る代表的事例として議論に持ち出されていた［環境
省 2011］［衆議院調査局環境調査室 2012］。
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４．インタビューダイアログ4）

──挨拶後，伊藤氏が新しく代表に就任したペットの
災害対策を担う法人，Ｓ会とその資金についての会話
を経て──
阿部：……その資金集めの仕組みをお聞きしたいので
すけど，Ａ会については（…）
伊藤氏：Ａ会は，今崩壊をしまして，ネットの集まり
だけになりました5）。事務所をなくしました。財産が，
資金が集まらなくなって，事務員と事務所を維持する
だけの費用を会費だけで集めるとすごい金額になるの
で，ならもうやめちまいましょうと。事務局の人もそ
このとこを理解してくれたので，今年から，事務所は
無くなりました。……それで，ネットの世界だけでつ
ながっていようと。だからそれで一応やっているので
すが，会議ができないために共通認識がどうしてもず
れやすくなる。……でもこの間，環境省とディスカッ
ションしたのですが，その時は全員集まりましたよ。
で，一応は方針がある程度出してあるので，その方針
に基づいてディスカッションしたのですが，今度の局
長が，この人は私がすごくなんとか期待したいなあ
と。人によってえらい差があるんですけど。で，真っ
先にこの法律（動物愛護管理法）を動物福祉法に変え
たいのですが，と言ってくれて理解してくれている。
これを本物にしたいってのが彼には見えている。いや
あ，今までにない活動をしてくれるのではないかな。
〈阿部：次回の改正に向けてですか？〉そう，次回の
改正の時には，だから，種まいてくれですよね。名前
を変えろと。名前を変えると中身がそれに基づいて変
わってくるのは当然なんだけど。……
阿部：Ａ会は普通の動物愛護団体とは異なる体制の団
体ですよね？
伊藤氏：Ａ会は，その動物愛護団体っていろいろな考
えを持った団体がいっぱいあるんですけど，それが結
集して，集まって，Ａ会を結成するって言うのが私の
願いだったのですが，残念ながらそこまではいってい
ない。結局，今残っている団体が一部でしかいないわ
けでしょ？　一部の団体だけで運営するっていうので
は偏りがどうしても起こりやすいし，発言の強さかな
んかに振り回される傾向があるわけじゃないですか。
けども，私は，どんな意見があってもそれはそれで意
見だから汲み取れよってのがある。〈阿部：ホームペ
ージでは９つの幹部団体で構成していると書いてあり
ますね。〉でもう，それしかいないと考えていい。
……

阿部：９つの団体はＡ会に人員や資金を提供していま
すか？
伊藤氏：今はゼロです。資金ゼロ。で，ゼロだけどや
れるかなというのが，一つのチャレンジ。〈阿部：昨
年まではあった？〉もちろん，はい。皆さんに会費と
して出してもらっていましたから。ですから，団体会
費と，個人会費とか，いろいろ集めましたから。で，
問題はその，大口資金を提供してくれる組織や団体が
ない。過去には，イギリスのスポンサー，ドネーショ
ンね，から資金が送られてきたりして運営できてたん
だけど。で，上げ馬神事をやっていたから，余計海外
からお金が集まってきていた最初の頃は。だけども何
年も同じことやっているから，向こうだってしびれ切
れ始めて，まだ解決していないのかと。〈阿部：そう
いうものですか。〉そりゃそうですよ，向こうは有言
実行を求めてるんだから。はっはっ。５年くらいはサ
ポートしてくれましたけどね，これ以上は無理です
と。……
阿部：1999年に始まった一連の動物愛護管理法の改
正運動と，同時期に盛り上がった日本の動物愛護運動
の中で，Ａ会は草分け役であったようにもみえるので
すが，実際はどうでしたか？
伊藤氏：それは言えます。最初の改正のとき（1999

年）に，Ａ会ってのが，ものすごく活発にやりまし
て，データの収集も含めて。それから項目ね。改正案
の，こう改正してくださいってのを作っちゃって。そ
こまでやりましたから。一条一条，名前まで含めてこ
れはこうしてくださいってやりました。で，そこまで
やってたので，今後の方向性も含めて７割近くがそう
なった。そのあと改正するのはこういうところだなっ
ていうのも〈阿部：７割近くがＡ会の（…）〉うん
我々の求めている法律の中身。ところが今の動物取扱
業に関することなんて当時全くなかった，全然関係な
いところから来たんだ。……
阿部：法改正にＡ会がどのように関わってきたかとい
うのをお聞きしたいのですけれど（…）
伊藤氏：あ，あのね，環境省がまず改正のための審議
会（中央環境審議会）を開くんですけど，その中には
委員がはいっていますね。で，その委員を通じて，あ
るいは，口頭，文書でもって環境省にこういうところ
を改正してくださいと依頼をするわけですよ。〈阿部：
例えばこちらは平成27年度の審議会メンバーのリス
トですけど，ここでＡ会に関係ある人はいますか？〉
あ，今度の改正では，委員の中には，ほとんど入って
いません。Ｙさんだけです。……
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阿部：で，審議された改正案が国会に送られて国会審
議に移るということ〈伊藤氏：うん，そうです。〉で
すけども，国会議員に対してロビー活動をなさるとウ
ェブでは書かれていますが（…）
伊藤氏：本来はしてたんですが，今回東京都知事にな
った小池百合子先生が，自民党の動物愛護議連の会長
だったんだ。こないだの４月に会ったばっかりで議論
したばっかりだった。都知事に立候補しちゃって，
で，そこで事務局をやってた方たちとかとは，今もお
会いはしてるんですけど。〈阿部：そこでは，主に何
をお話しに？〉うん，だから今回の熊本地震の時に対
策をするために，どんな風になっていますかって質問
受けたりして議論したんだけど。……
阿部：ご活動のなかで，動物愛護思想は，欧米から輸
入しているという認識ですか？
伊藤氏：今は，その，モデル的に私は受け取ってい
る。動物福祉と，５つの自由っていう考え方もあるの
ですが，これも欧米の考え方で，西洋諸国の法律なん
かをチェックしているとほとんどが大動物も含めてい
るんですよね。ペットだけの考え方じゃないんです
よ。動物福祉下にある動物全てに対してですから……
時代の流れですよね。
阿部：動物福祉や５つの自由で，すべての人と動物の
関係ってことを考慮すると，とても広い範囲になりま
すね。そこでは，飼育頭数の多い実験動物，農場動
物，ペッドなどが重要な議題になるのは当然ですが，
一方で，なぜ多度の上げ馬神事が注目すべき事例にな
るのですか？　規模や頭数で考えると，特に目立ちま
せんが。
伊藤氏：あのね，個々の動物が，可哀想な状況に置か
れていることを私たちは指摘しているのですよ。数で
はない。可哀想な状況に置かれている動物がいるなら
ば，それを，そういう風にさせたくないっていうの
と，助けたいっていうのがある。当然なことです。子
供が思うことと同じですよ。子供があれ（上げ馬神
事）を受け入れられるかどうかというのが，一つの基
準です。
阿部：上げ馬神事とは，どのような問題なのですか？
伊藤氏：問題か。問題としてはその，上げ馬神事は，
当初，一番最初のあり方は最悪もいいところだった。
最初行った時に，なんてむっちゃくちゃなことしてく
れるんだって。〈阿部：最初に行かれたのは何年です
か？〉2002年が最初です。このＵ会ってのがあって，
ここが，こういうひどいお祭りがあって，それをなん
とかしてほしい，ぜひ一緒にチェックしてくれません

かって言われて初めて見に行った。なんていうかな，
もう，あっけにとられたっていうか，ひどすぎちゃっ
て。ここまで，よくやれちゃうなっていうのがあっ
て。それで，周囲の人たちの顔色，ね，目つきを見
て，うわーって。楽しんじゃってるじゃん，生き物い
じめて。この世界を治すってのは，これは，そうとう
やらなきゃいかんなと。で，最初の段階でその年にも
う全部書いて，知事から，県会議員まで，県会議員に
も全部ビデオも送りましたから。全員にメッセージつ
けてね。一人だけ返ってきました，こんなもん見たく
ないって。それと，県の方には，祭りは尊重する，だ
から祭りの中身を変えてくれってね，そういう依頼を
しました。……お祭りにかこつけて，若い子が呑んだ
くれている世界は，今日にもよくないでしょう。だっ
て，その無形文化財はどこを指定してるんですかって
いう。〈阿部：文化財としてどうなのかということで
すか？〉そうです。子供の健全育成というのが前提に
あるはずでしょう？……
阿部：2000年代前半の上げ馬神事は，伝統文化とし
て（…）
伊藤氏：最悪だった。これが伝統文化かよって。〈阿
部：動物愛護思想の到達していない空間であったとい
うことですか？〉そう。そしてこれは神社に奉納され
るものだけど，神社はそれを受け入れちゃている。
で，神社に文句いっても，奉納されている立場ですか
ら何も言えませんっていう答えが返ってきたわけ。
……
阿部：上げ馬神事に対する例年の抗議運動を一つの流
れで整理しますと，監視に行って，データを集めて
（…）
伊藤氏：監視するという言葉が正しいかどうかはわか
りませんけども，まあ調査ですね。調査をして，問題
があるならば指摘したい。〈阿部：指摘は各方面に？〉
もちろんです。去年は，県や自治体，全部にしっかり
手紙を出しました。一つも返事はありませんけどね。
〈阿部：では抗議の形式としては（…）〉抗議じゃない
です，こうしてくださいという依頼ですから，返事す
る義務はないのですけど。で，その指摘通りに直して
いただているかっていうのが，次の年の調査ポイント
になってくる。だけど，ここ数年，上げ馬神事そのも
のが国会議員の間で，特に多度大社の場合は垂直な壁
が治ってないっていうのが，新しく基準にくわわった
酷使という，馬を酷使しているというのにあたるので
はないかという議論が国会議員の中で起きていて。
〈阿部：Ａ会が指摘していたことですね？〉もちろん
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そうです。〈阿部：Ａ会が国会議員や審議会の場で上
げ馬神事についてプレゼンしてきた？〉そうです，そ
れで，項目の中に何を足せばいいのかということで，
酷使が追加された。〈阿部：そうなのですか，上げ馬
神事を事例として，酷使というのが追加された？〉そ
うです，はい。それ以外に，過去にヨーロッパでは馬
を酷使してはいけないってのがあって，それが動物福
祉法の中に入っていたわけですよ。酷使って言葉はか
なり前から入ってたんですよ。ただ，日本では，そこ
の部分が指摘されていなかった。〈阿部：それで上げ
馬を事例に？〉で，日本では馬を酷使するっていう状
況が，農作業かなんかで，なくなっちゃいましたよ
ね。すると日本で挙げられるのは，上げ馬くらいしか
なくなくちゃった。……〈阿部：上げ馬がこれほど直
接的に法律形成に関わっているとは知りませんでし
た。〉そりゃもう，環境省やなんかにこういう問題が
ありますよってのを言って，なんとかしてくださいっ
ていうお願いをずっとしてましたから。酷使っていう
のは結局，今日本で使えるのは上げ馬くらいしかない
ですもの。……で，私は，はっきり言って，今年は告
発状を出そうかと思っていたんです。なぜかという
と，そういうこと（改善要請）をやっているのにもか
かわらず，（上げ馬神事の現状を）変えてくれていな
いっていう。それはもう，告発状を出してもいいのか
なって。……〈阿部：すると，今年また告発するとし
たら，〉うんまあ，するかしないかはまだ考えている
んだけど。というのはＳ会の問題が，動物を救済しな
きゃいけないっていうのに追われてて，ね。で（告発
状の）文書は，前の書き方とは全く違うジャンルで書
こうかなと思っている。もうね，役所的な，弁護士が
書くような文体で面白く描いてもうまくいかなかった
でしょう。だから今度は違う文体で書いてみようかな
って思っている。
阿部：ちょうど，酷使が動物虐待の定義として加えら
れて初めての告発になりますが。（「酷使」は，2012

年に動物愛護管理法へ動物虐待の定義として追記され
た。）
伊藤氏：そうです，それが，酷使に当たるか当たらな
いかを。上げ馬が失敗ばかりなことや，雨の日は中止
すべきだと言ってるんですけど，人馬にとって大変危
険ですから。そこで強行するのは，さらに酷使にな
る。
阿部：つまりＡ会は酷使というのを，上げ馬神事を事
例に提案して，それが法律化しているわけですよね。
それで告発するということは，法律をテストするとい

うことですか？
伊藤氏：そうです，使えるか使えないか。それでね，
実際に告発しないと，それ（上げ馬神事が動物虐待に
あたるかどうか）を，判断しようとしないんじゃない
かと逆に言うと。……
阿部：三重県庁の担当者曰く，最近は上げ馬神事問題
も改善傾向にあって，一時はものすごい量の苦情が上
げ馬に関して寄せられていたが，近年は減少傾向にあ
るとおっしゃっていましたが。
伊藤氏：猪名部が改善しているから，それに伴って多
度も良くなるだろうと期待しているんですよ。
阿部：では，多度に関しては改善していないというこ
とですか？
伊藤氏：多度に関しては，究極のポイントがあるでし
ょ，そこが改めてなければ，これは，ずっと言い続け
るしかない。
阿部：そのポイントというのは（…）
伊藤氏：垂直な壁。垂直な壁である限り。

５．おわりに

　以上は，会話原稿のほんの一部に過ぎないが，Ａ会
の動物愛護活動や上げ馬神事への取り組みについて語
る伊藤氏の生の声からは，本プロジェクトの問いに関
連する多くの事実関係を明らかにすることができた。
　なかでも報告者が注目したいのは，Ａ会と動物行政
との関わりの深さである。環境省が動物愛護管理法の
運用と改善を目的に主導する動物愛護管理推進政策で
は，確かに動物愛護団体やボランティアの民間協力者
として活用することを前提にしているが［環境省 

2013］，Ａ会の担う役割はその前提をはるかに超えて
いるように読み取れる。伊藤氏は，一方で日本の動物
愛護団体の意見を取りまとめて代弁することを目指し
ながら，もう一方で専門家，関係者として環境省や国
会議員らと連携を築くことで，日本の動物法を「本
物」にすることを信念としていた。これに伴う活動と
して，動物愛護管理法が正しく運用されているかの現
場チェックや問題事例の収集があり，そこで上げ馬神
事は重要事例として登場していた。伊藤氏はこうした
活動が功績として評価され，環境大臣より動物愛護管
理功労者表彰を授与している。
　さらに本調査で明らかになったのは，2012年の法
改正で動物虐待の定義として追記された「酷使」とい
う文句が，上げ馬神事を事例に提案，議論，法律化さ
れていたという伊藤氏の見解である。冒頭で紹介した
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告発事案に至っては，当時の現行法の有効性をテスト
する意図と，その結果を次回の法改正に生かす意図が
あったことも明らかになった。上げ馬神事は，Ａ会の
活動によって，動物愛護管理法の成立と直接的に関わ
っていた。
　以上は，「なぜ，動物愛護運動で伝統的行事が象徴
的に扱われるのか？」という問いから発した研究で得
られた結果であるが，肝心なこの問いへの答えは，本
調査では完全には得られなかったと報告者は考える。
今後の課題として答えを求めるなかで報告者が注目し
たいのは，伊藤氏の「伝統文化は，社会にとって良い
象徴であらねばならない」という考え方である。氏
は，動物愛護の精神，青少年の健全育成，人への安全
性，などの何か「良い」ことがなければ，伝統文化と
して，少なくとも県指定の無形登録文化財としては認
識すべきではないと述べていた。これは，近代的価値
のみで伝統文化を議論していることに等しく，同様の
思考様式が，前近代にルーツを持つ上げ馬神事の伝統
的実践に対して，近代西洋の動物愛護思想を当たり前
なこととして要求する姿勢にも見られるのではないだ
ろうか。伝統的実践と近代的価値の相違を鑑みる議論
が行われていないなかで，「時代に合わせるべき」だ
として，上げ馬神事のような前近代的慣行を見た場

合，近代的視座にそぐわない要素を他の事例よりも多
く見出することができるのは，当然にも思える。

注

１） Ａ会のウェブサイトより。
２） Ａ会のウェブサイト，伊藤氏への聞き取り調査より。
２） 2015年，多度町における講習会において県庁職員談。
４） 会話原稿からの抜粋。文章化に必要な修正を加えた。「……」
は省略の意味。（ ）は阿部補。

５） Ｃ会とＵ会もすでに解散している。
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